
文教警察委員会説明資料

Ｒ８．３．１９（木）

大分県警察本部

令和８年第１回定例会（通常）

【 合い議案件の審査】

・ 第1 9号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について・ ・ ・ ・ ・ P２

【 付託案件の審査】

・ 第１ 号議案 令和８ 年度大分県一般会計予算・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P３

・ 第5 1号議案 大分県暴力団排除条例の一部改正について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ P1 5

・ 第5 0号議案 大分県地方警察職員定数条例の一部改正について・ ・ ・ ・ ・ P1 4



第19号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について（警察本部関係分）

１ 改正の背景

・使用料及び手数料は特定のサービスを受ける者がその受益に応じて負担すべきもの（受益者負担の原則）

・昨今の人件費・物価上昇に伴い、サービス提供に必要な経費は増加傾向であることから、全使用料・手数料を対象に一斉検証を実施

・施設の維持管理費や事務に要する経費について、人件費や物価の上昇に伴う増加経費等を試算（国の標準令等に準拠するものを除く ）

→試算の結果、現行単価を上回るもののうち、九州各県で統一単価を設定している手数料 を除いた、411件を増改定する。

併せて、障がい者や母子・父子家庭の者などの福祉施設利用料は無料とするなど一定の配慮も行う。

２ 検証の内容と結果

※ 教育職員免許状関係

※ 県立高校の授業料や入学料等を含む

３ 主な改正内容（警察本部関係）

単位
単価（円） 改定額

（円）
改定率

影響額
（千円）

備考
改定前 改定後

手
数
料

自動車保管場所証明手数料 通 2,200 2,550 350 15.9% 23,691 労務費の増等

道路使用許可手数料 件 2,400 2,750 350 14.6% 5,505 労務費の増等

道路使用許可証再交付手数料 件 600 680 80 13.3% － 労務費の増等

【部局用】

・単価の伸び率(平均値) 使用料＋6.7％、手数料＋7.2％

※平均伸び率は人件費や物価、光熱水費の伸びと同等
人件費＋9.3％（R3→7）、消費者物価指数＋6.9％（R3→6）
光熱水費＋5.5％（R3→6）

※

※

・施行日 令和８年４月１日（県HPや施設窓口にて、県民向けに周知を実施中）

影響額（警察本部関係分） 29,196千円
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大分県地方警察職員定数条例の一部改正について

１ 条例の概要

警察法（昭和29年法律第162号）第57条第２項の規定に基づき、大分県警察職員の定数
を定めたもの。

地方公務員の定年引上げによる影響を緩和し新規採用者を確保等するため、警察法施行令
（昭和29年政令第151号）の一部改正が行われることによるもの（令和８年４月１日施行）。
※定年引上げ以降、２年に１回の改正

４ 施行期日

令和８年４月１日

施行令の改正により、特例で大分県警察官の定員数が増（＋１名）となることに伴い、本条
例を下記のとおり改正する。
なお、特例の期間は令和８年４月１日から令和９年３月31日までの間である。

３ 改正内容

２ 改正理由

附則１～５ （略）
６ （新設）

第２条 職員の定数は、次に掲げるとおりとする。
警察官
警視 92人
警部 187人
警部補及び巡査部長 1,189人
巡査（警察教養施設において新任者として教養訓練中の警察官を含む。）624人
小計 2,092人
警察官以外の職員 345人
合計 2,437人

現 行

変
更
な
し

新
設

附則１～５（略）
６ 令和８年４月１日から令和９年３月31日までの間は、第２条第１項の規定
の適用については、同項中「624人」とあるのは「625人」と、「2,092人」とある
のは「2,093人」と、「2,437人」とあるのは「2,438人」とする。

退職者
見込数

新規採用者見込数

平準化なし 平準化あり

R7年度 ４３ － －

R8年度 ４５ ４３ ４４

R9年度 － ４５ ４４
※本議案により
定数を改正

○定年引上げに伴う一時的な定員数の増

←定数＋１

改 正 後

第２条 職員の定数は、次に掲げるとおりとする。
警察官
警視 92人
警部 187人
警部補及び巡査部長 1,189人
巡査（警察教養施設において新任者として教養訓練中の警察官を含む。）624人
小計 2,092人
警察官以外の職員 345人
合計 2,437人
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大分県警察

「大分県暴力団排除条例」の一部改正について

１ 暴力団事務所に対する規制強化【拡大・新設】

○ 保護対象施設の周囲２００メートル以内の事務所開設・運営禁止
・保護対象施設である学校や公⺠館等の周囲２００メートルにおける事務所開
設・運営を禁止

→罰則：１年以下の拘禁刑又は５０万円以下の罰金

○ 現行の保護対象施設に都市公園法第２条に規定する都市公園を追加【拡 大】

○ 都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域内の事務所開設・運営禁止
（工業専用地域を除く） 【新 設】

・違反者に対する措置：中止命令
→命令違反には罰則（１年以下の拘禁刑又は５０万円以下の罰金）

２ 暴力団事務所への青少年の立ち入らせに対する規制【新設】

○ 正当な理由がある場合を除き、⻘少年を暴⼒団事務所に⽴ち⼊らせることを禁止
・違反者に対する措置：中止命令・再発防止命令

→命令違反には罰則（６月以下の拘禁刑又は５０万円以下の罰金）

３ 暴力団排除特別強化地域の指定及び資金獲得活動の規制を強化【新設】

○ 暴⼒団排除特別強化地域を指定
【大分市】都町一丁目から四丁目、中央町一丁目から四丁目
【別府市】北浜一丁目、楠町、元町

○ 特定営業者
風俗営業、性風俗関連特殊営業、飲食店営業、スカウト業 等

○ 禁止行為
上記特別強化地域内における暴力団員と特定営業者間のみかじめ料等の授受等
を禁止

○ 違反者に対する措置
→罰則（１年以下の拘禁刑又は５０万円以下の罰金）

現
行

改

正

後

点の規制 面の規制

暴⼒団排除特別強化地域

別府市大分市

若草公園

大分駅

国道１９７号

大分中央警察署

トキハ本店

昭和通り
信号交差点ホテル日航大分

アオシスタワー

大道⼊口
信号交差点

ガレリア竹町
ドーム広場

ジャングル公園

ゆめタウン
別府

北浜公園

流川通り
信号交差点

新宮通り⼊口
信号交差点

秋葉通り

北浜
信号交差点

北浜通り

別府駅

トキハ
別府店

マルショク
流川通り店

秋葉通り
信号交差点別府市⽴

図書館

青少年の健全育成の推進 繁華街における暴力団と事業者の関係遮断青少年のための良好な環境の確保

改正の目的

大分県からの暴力団排除の更なる推進

令和８年７月１日 施行予定
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